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研究成果の概要（和文）：自己決定理論をとると、児童が自分の中の価値と教員が作る教室環境を踏まえ、学習へ取り
組む。本研究では、高学年の小学生を縦断的に外国語への動機付けを計った。モチベーションが高まった教員は幾つか
の重なった指導法を利用した。この教員が授業を楽しんでいるように見られた。担任の先生らが積極的に英語の授業に
参加していた。諸々の活動が速いぺースで進められた。児童らが英語で理解できるため、担当した教員が明確な手法を
用いていた。結論として、小学校にての外国語授業で教員の温かみ、担任の関与、適切なペース、双方向のルーティー
ン活動、分かりやすさや、活動のバランスの授業手法を用いた教員が子供のモチベーションを高めた。

研究成果の概要（英文）：According to Deci and Ryan's (1985) self-determination theory, motivation comes 
from the interplay of the self and the environment. Applied to educational settings, this means that both 
students' internal values and the environment created by the teacher come together to engage students in 
learning tasks. This study followed a single cohort of students across their first two years of foreign 
language study in elementary school. The study sought to show the influence of the teaching environment 
on students' long term motivation for learning a foreign language. Results indicate that students are 
responsive to teachers' choices and instructional practices. Specifically, teacher warmth, homeroom 
teacher involvement, appropriate pacing, comprehensibility, interactive routines, and balance of 
activities help to create a motivating classroom environment for elementary students. These practices may 
be used in pre-service and in-service teacher training to improve student motivation.

研究分野：外国語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 「自己決定理論（Deci & Ryan, 1985)」によれ

ば、児童児童らを動機付けるためには、教員ら

が作る「授業環境」がとても大切である。この理

論よると、自分の「やる気」とは、次の 4 種類があ

る、つまり、1)「外から影響されてのやる気(＝外

発的調整)」、2)「本人と近い外部の人間から影

響されるやる気(＝取入れ的調整)」、3)「内発的

な面に合致したやる気(＝同一視的調整)」、4)

「自分自身で決定したやる気(=内発的調整)」と

多岐にわたるものである。 

(2) 学習活動における「内発的調整」とは、行っ

ている担当課題そのものが児童自身にとり刺激

的なものであり、課題そのものを完遂させる行為

や完遂自体に意義があり、新しいことを勉学し知

る事が楽しいものと感じる受け止め方である。現

在の学習指導要領(文部科学省, 2008)を基づく

と、外国語活動こそが「内発的自己調整」を高め

る手段として英語を取り組ませるべきであると考

える。 

２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、将来の外国語活動を行う

教員がより効率的な指導が出来るようにするた

め、また日本的な外国語活動のあり方の理論を

作り上げるために、児童の外国語に対するモチ

ベーションと授業取組みについてアンケートを実

施し、実際の小学校外国語活動へ参加し、活動

をビデオ撮影して分析するとともに内容を記述

する。 

この研究での具体的な調査内容： 

① 外国語活動では、教員の授業構成や学び

の環境をどう作っているのか。 

② 現在の５・６年生の児童は外国語活動に対

して、どれぐらい意欲的に参加しているのか。 

③ 児童の外国語活動への参加態度とモチベ

ーションの観念がどのような関係にあるのか。 

④ ５年生の始めから６年生の終わりにおける児

童の外国語活動に対する参加態度とモチベ

ーションが長期的にみてどのように変わるの

か。 

３．研究の方法 

(1) 英語学習におけるモチベーションを尋ねる

アンケート調査を児童らに対して 3 回行った：

2013年 4月、2014年 3月、2015年 3月である。

これら一連の調査では、外発的調整、取入れ的

調整、同一視的調整、内発的調整を測定した。

児童らに対しては、更に、「自分らの教室環境を

どう思っているか？」の調査（複数）も行った。 

(2) 児童らのアンケート調査報告内容を確認す

る目的で、教室内のビデオ映像も撮影された。

ビデオを用いて、児童らの教室内環境を確認す

る事とした。評定者らは当該ビデオ映像を見て、

当該教室の児童らを１つの集団(グループ)とみ

なして、その英語学習活動への従事状況を、授

業時間の各分毎に、1～5 までの評価点数で評

定した。この評価者らは、大学の教育学部生ら

である。その後、児童らへの調査結果と照らし合

わせて、当該のビデオ映像を分析し、過去 2 年

間で学習動機が増加した英語授業での特徴を

把握する事に努めた。学習への動機が最も大き

な増加を見せた学級を調査し、教室環境や児

童の動機に影響をもたらす教員側の授業姿勢

を特定する事に努めた。 

(3) 今回の調査では、各学級を、分析対象とな

る主たるグループとして考慮した。教員や児童

のプライバシーの保護目的で、学級は、Aから P

までの名称を付し、学校間の関連性などに関係

なく報告をおこなっているものである。 

４．研究成果 

(1) 学級全部で、児童らは、「同一視的自己調

整」が最も強いと評価した。児童らは、英語は楽

しいと感じている一方で、英語が役立つから主

に英語を勉強していた。同様に大抵の児童らに

とって、勉強に対する理由については、外発の

理由よりも内発の理由のほうが高いものと分かっ

た。この傾向は、全体的に、学習が進むとともに



高まった。図 1参考。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．Intrinsic = 内発的調整   Identified = 同一視的調整      

Introjected = 取り入れ的調整     Extrinsic = 外発的調整 

(2) 個々の学級を見てみると、幾つかの学級で

は、内発的調整に注目すべき向上が見られ、外

発的調整に減少が見られた。学級 E、学級 K、

学級 M および学級 N は全て、この傾向である。

全学級の平均スコアは表 1の通り。 

(3) 英語授業への参加についての児童らの自

己報告と、評価者らの評価とを比較した。児童ら

の自己評価は、全体的に見て、上記の外部評

価者らによる評価よりも高いものであった。これら

のスコア(点数)については平均を算定し、統合し、

後の分析に用いる事とした。これらのスコアにつ

いては表 2の通り。 

(4) 教室環境及び授業への参加具合を尋ねる

児童らのアンケート調査を用いて、クラスが 3 つ

のグループに分類された。これらのグループ、並

びに、グループ分類の基となったスコアについ

ては表 3 の通り。スコアが最も高いグループにも

学級E、K、MおよびNが含まれる結果となった。

これらのグループについては、児童らの授業へ

の参加度合のスコアとの比較に用いられた。図2

の棒グラフの通りである。上記の学級を合わせる

と児童らの英語授業への参加度合の点数が最

も高いものであった。 

(5) 上記のクラスでは授業への参加度合が非常

に高く、評価も高いものであったし、モチベーシ

ョンの点で向上も見られた。この事実に基づき、

これらの学級での担当教員らの授業実施手法

が、その児童らに好ましい影響を及ぼしたと結

論付けられる。従って、これらの学級について、

ビデオ映像を用いて、更に、調査を行った。 

表１．クラス別の動機調整の変化。内発的調整が高めながら

外発的調整が抑えた学級が強調されている。 

 



表 2．授業中の取り組み 

 
表 3．授業環境の評価 

 
 

 

図 2．Engagement = 児童の授業取り組み Classroom 

Environment Rating = 授業環境評価 

6) ビデオ映像分析： 上記の学級 E、K、M、N

での教員らの授業手法を分析し、その手法に見

られる共通点を見出そうと努めた。なお特記事

項であるが、上述の４つの学級は、それぞれ異

なる学校から採ったものであり、それぞれ異なる

外国語補助教員(ALT ら)でのクラスである。つま

り、この4人のALTらは、授業手法について、い

ずれかの一人の教員による手法を倣ったもので

はない。今回観察した学級のほぼ全てで、今回

の ALT が、「主導的なメインティーチャー」を務

め、片や、担任、或いは、日本人の英語教員

(JTE)が、「補佐」の役割を行った。今回分析をし

た英語活動時間の特長は、次の通りで、「教員

の温かみと楽しさ」、「授業のペース」「担任の参

加」、「分かりやすさ」、「双方向のルーティーン

活動」、「諸活動のバランス」という特徴が見られ

た。この特長の各々について簡単に下記に見て

いく。 

(7) 教員の温かみと楽しさ: 高評価のクラスで

はどれも、担任と ALTは、授業を楽しんでいるよ

うに見られた。どちらの先生もよく笑顔を作り、英

語を教える事が好きなように真に思えるものであ

った。担任は英語を教えるのに神経質になった

り、恥ずかしがらず、ALT たちも、児童らの振る

舞いに過度に厳しいという事ではなかった。教

員らは複数の歌を歌い、教室のドアの所で児童

らに挨拶をし、個々の児童を名前で呼んでいた。

双方向性のゲームを複数行いながら、教員らも

ゲームに興じながら、できるだけ多くの児童らに

話しかけるようにしていた。 

(8) 担任の英語授業への参加： 温かみがあり

友好的な雰囲気と共に、高評価の高い学級で

はどれも、その担任らが積極的に英語の授業そ

のものに参加しているクラスであった。ALT らと

JTE らが、今回観察した英語授業のすべてをけ

ん引していく訳であるが、これら先生方は常に

ALT と共に教室内に留まっており、学級担任ら

が、英語の指導の助成/英語の使い方のデモン

ストレーションのお手伝いをしていない場合には、

こうした担任は、自身らも英語の練習をし、児童

らと歌を歌い、英語ゲームに興じていた。こうした

先生らが、児童らにとって、良い学習者のお手

本を呈しているのであった。 

(9) 授業のペース: こうした授業の全てにおい

て、諸々の活動がとても速いペースで進められ

た。教員らがプリントを配布している間、児童ら

はそれを待つと云った事が殆どなかった。教員

らの中には、プリントの配布行為そのものを、クラ

スルーム活動にしていた先生もいた。例えば、タ

イマーを設定し、時間をカウントしながら、或い

は、歌を歌ったり、演じたりして、そしてその間に



児童らにプリントを渡すのであった。こうした工夫

により、児童らは退屈をせずに、課題作業に取り

組む事ができた。色々な活動も、全体的にはか

なりの短めの時間で、全般的には、5分未満のも

のであり、長い活動でも 10 分程度のものであっ

た。他の多くの授業では、授業時間の最後の枠

に、時間を要するゲーム、例えば、「インタービュ

ー活動」や「オープンエンド型のロールプレイイ

ング」を取り入れる。こうした活動は、授業時間の

5 割を要するような活動であるが、今回の高評価

対象の授業では、こうした「オープン(自由)形式

の活動」も比較的に短く活動された。こうした工

夫により、児童らは授業の間、活動や作業を連

続的に行う事が出来て、なお且つ、児童らが活

動を自ら中断する事を防ぐ効果もあった。 

(10) 分かりやすさ: ALT らが、調査対象の殆ど

全ての授業で主導的教員として活動していたの

で、児童らは、殆ど全体的に英語での指導を受

けた。同時に、児童らが授業の理解ができる為

の取り組みを、全ての ALT らが実施している訳

ではなった。他のクラスでは ALT らは JTE や担

任に通訳をさせたりしていたが、高評価の学級

については、担当の ALT らは、通訳を介さない

で、児童らが諸活動について理解ができるため

の明確な手法を用いていた。高評価の学級に

ついては、担当の ALT ら、JTE ら、そして担任ら

がジェスチャーをしたり、実演をしたり、或いは、

指示内容を英語から日本語に翻訳する前に、予

めに、児童らに日本語で指示内容を説明させる

等をしていた。こうした工夫により児童らが英語

を耳で聞く事に慣れるばかりでなく、自分の能力

達成感をも育むものであった。 

(11) 双方向のルーティーン活動： 高評価を得

た授業で用いられたルーティーン活動は、普段

のお決まりの活動に基づくものであった。天気や

日付を児童らに尋ねる以外に、グループソング、

グループ活動、ダンス活動、更には、通常のクラ

ス活動やゲーム（児童らが教員側からの説明を

受けないでできる活動）に、教員らは児童らに従

事させた。こうしたルーティーン化された活動は、

ローテーションで循環させ、定期的に、活動順

序を回転させ、児童らが飽きないように取り組み

を行った。同時に、活動順序のローテーションを

組む事により、児童らが、次にどんな活動が来る

か予測できるようになる為、安心感を児童に持た

せる事にもなった。更に、活動の多くは、2 年間

の間に何度も繰り返し行わなれた。 

(12) 色々な活動のバランス： 大抵の授業では、

授業の最後に時間を要する活動(例えば、インタ

ービューゲームやロールプレイ)を組み込む事に

重きを置いていたが、高評価を得た授業では、

クラスの最後の枠に行う活動として、多種のゲー

ムを用いて英語を練習するようにしていた。色々

な歌、チャンツ、テキストでの活動、ワークシート、

問題ドリルを用いて、対象言語の練習をしてい

た。こうした活動は、ローテーションを組み、ルー

ティーン化された活動に組み込まれたり、或い

は、ルーティーン活動を用いて、授業のペース

を維持するように工夫をしていた。色々な点から

対象言語の練習法を示す事で、教員らは児童ら

が当該言語になれる手助けをしていた。確実化

させる事ができるものである。 
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